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令和３年 第２回定例会 

 

道 央 廃 棄 物 処 理 組 合 議 会 会 議 録 

 

 

             第１日目（令和３年１１月２２日） 

（午後２時００分開会） 

◎臨時議長の指名 

○安田書記長 

ただ今から、道央廃棄物処理組合議会が開会されるわけでございますが、本日は議員の交代後

最初の議会でございますので、議長が選出されるまでの間、地方自治法第２９２条において準用

する同法第１０７条の規定により、年長議員が臨時議長の職務を行うことになります。 

本日、出席議員中、大竹登議員が年長の議員でございますので、ご紹介申し上げます。 

 大竹議員、どうぞ議長席へお越しくださいますようお願い申し上げます。 

 

○大竹臨時議長 ご紹介いただきました由仁町の大竹でございます。 

限られた時間でありますが、ただ今から、臨時議長の職務を務めさせていただきますので、何

とぞご協力をよろしくお願いいたします。 

 

◎開会宣告 

○大竹臨時議長 ただ今より、本日をもって招集されました、令和３年道央廃棄物処理組合議会

第２回定例会を開会いたします。 

ただ今の出席議員は、１５名全員であります。 

出席議員が、定数に達しておりますので、令和３年道央廃棄物処理組合議会第２回定例会は、

成立をいたしました。 

よってこれより本日の会議を、開きます。 

 

◎日程第１ 仮議席の指定 

○大竹臨時議長 日程第１、仮議席の指定を議題とします。 

仮議席につきましては、ただ今、ご着席の議席といたしますが、これにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 
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よって、仮議席につきましては、ただ今ご着席の議席と決定いたしました。 

それでは、ここで組合管理者の山口千歳市長からご挨拶をいただきます。 

山口管理者。 

 

◎管理者挨拶 

○山口管理者 道央廃棄物処理組合議会第２回定例会の開会にあたりまして一言ご挨拶申し上げ

ます。 

本日は、議員各位におかれましては、何かとご多用のところご参集いただきまして、ありがと

うございます。コロナ禍において諸制約がある中での開会となりますが、どうぞよろしくお願い

をいたします。 

また、組合議会議員の皆様には、平素より本組合の事業の推進につきまして、ご理解とご協力

をいただいておりますことにも、厚くお礼を申し上げます。また、この定例会の開催にあたりま

しては、佐々木町長をはじめ職員の皆様のお力添え、また栗山町議会のご理解をいただいて、議

場の提供もいただいたところであります。重ねてお礼を申し上げます。 

また、先ほど全議員の紹介がありましたけれども、本定例会から議員となられました新しい議

員の方、１５名中７名の異動があったところであります。千歳市から山崎議員、仲山議員、小林

議員の３名、北広島市から川崎議員、稲田議員、滝議員の３名、栗山町から佐藤議員が、新たに

本組合議会議員に選出されております。どうぞよろしくお願いをいたします。 

本日の定例会には、報告８件、認定１件、議案１件をご提案申し上げておりますので、よろし

くご審議、ご決定くださいますようにお願い申し上げます。以上申し上げてご挨拶といたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

◎日程第２ 選挙第１号 議長の選挙 

○大竹臨時議長 日程第２、道央廃棄物処理組合議会議長の選挙を議題といたします。 

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第２９２条において準用する同法

第１１８条第２項の規定に基づき、指名推選によることとしたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

 よって選挙の方法は、指名推選によることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。指名の方法につきましては、議長において指名することにしたいと思いま
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すが、これにご異議ございませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって議長において指名することに決定いたしました。 

道央廃棄物処理組合議会議長に、山崎昌則議員を指名いたします。 

お諮りいたします。議長において指名いたしました、山崎昌則議員を道央廃棄物処理組合議会

議長選挙の当選人と定めることに、ご異議ございませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、山崎昌則議員が道央廃棄物処理組合議会議長に当選されました。 

 

◎当選告知 

○大竹臨時議長 当選されました山崎昌則議員が議場におられますので、本席より当選の告知を

いたします。 

山崎昌則議員に議長当選承諾のご挨拶をお願いいたします。 

  

○山崎議長 ただ今ご選任いただきました、千歳市議会から選出されております山崎と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

ただ今、道央廃棄物処理組合議会議長としてご指名をいただきましたことは、誠に光栄であり

ますと同時に、その役割、責務の重さに身の引き締まる思いでございます。 

さて、現在、建設中の焼却処理場は、令和６年度の供用開始をめざしておりますが、そのため

には、２市４町の緊密な連携が不可欠であり、また、議員皆様のご協力がなければ目的が達成さ

れないものと思っております。議員の皆様におかれましては、ご協力をくださいますようお願い

申しあげて、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

○大竹臨時議長 以上をもちまして、臨時議長の職務を全て終わらせていただきます。 

皆様のご協力、大変ありがとうございました。 

新議長に交代いたします。 

暫時休憩いたします。 

（午後２時１１分休憩） 



8 

 （午後２時１３分再開） 

 

○山崎議長 再開いたします。 

 

◎日程第３ 選挙第２号 副議長の選挙 

○山崎議長 選挙第２号、道央廃棄物処理組合議会副議長の選挙についてを議題といたします。 

 お諮りをいたします。 

選挙の方法については、地方自治法第２９２条において準用する同法第１１８条第２項の規定

に基づき、指名推選によりたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は、指名推選によることに決定をいたしました。 

お諮りをいたします。 

指名の方法につきましては、議長において指名したいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、議長において指名することに決定をいたしました。 

道央廃棄物処理組合議会副議長に、川崎彰治議員を指名いたします。 

お諮りをいたします。 

ただ今、議長において指名いたしました川崎彰治議員を、道央廃棄物処理組合議会副議長の当

選人と定めることに、ご異議ございませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、ただ今指名いたしました川崎彰治議員が、道央廃棄物処理組合議会副議長に当選をさ

れました。 

 

◎当選告知 
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○山崎議長 ただ今、副議長に当選されました、川崎彰治議員が議場におられますので、本席よ

り当選の告知をいたします。 

川崎彰治議員の副議長当選承諾の挨拶をお願いいたします。 

 

○川崎副議長 ただ今、指名いただきました、北広島市の川崎でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。山崎議長をしっかりとサポートしてまいりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

◎日程第４ 議席の指定について 

○山崎議長 日程第４、議席の指定を議題といたします。 

議席配置図を配付させます。 

暫時休憩いたします。 

（午後２時１６分休憩） 

 （午後２時１８分再開） 

 

○山崎議長 再開いたします。 

議席につきましては、ただ今ご着席のとおり、議席を指定いたしますが、なお、番号について

はただ今配付の議席配置図の番号に読み替え願います。 

これにご異議ございませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、議席につきましては、ただ今ご着席の議席と決定をいたしました。 

 

◎日程第５ 会議録署名議員の指名 

○山崎議長 日程第５、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、４番 川崎彰治議員、７番 熊木惠子議員を指名いたします。 

 

◎日程第６ 会期の決定について 

○山崎議長 日程第６、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日の１日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
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 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ご異議なしと認めます。 

よって会期は本日１日間と決定をいたしました。 

 

◎日程第７ 行政報告 

○山崎議長 日程第７、行政報告を行います。 

 

○山口管理者 （挙手） 

 

○山崎議長 山口管理者。 

 

○山口管理者 令和３年第２回定例会の開会にあたり、行政報告を行います。 

はじめに、焼却施設建設工事の進捗状況についてでありますが、本年度予定している地下部分

の工事については、４月から建築工事に着手し、現在順調に工事を進めております。 

また、焼却施設で発電した電気を売電するための北海道電力との協議が整い、概算工事の負担

金額が提示されたことから、所要の手続きを行い、請負工事費の増額変更について仮契約を締結

いたしました。 

次に、防衛施設周辺整備事業に関する事業要望運動についてでありますが、新型コロナウイル

スの感染拡大により、オンライン会議システムを使用して、７月２７日に防衛省に対し、管理者

及び副管理者全員で中央要望を実施し、国からは「当該事業は、継続事業であり、国の財政状況

も厳しいが、４年度以降についても要望に沿えるよう予算確保に努力する。」との回答があったと

ころであります。引き続き、構成団体と連携し、令和６年４月の焼却施設稼働に向け、工事を進

めてまいります。 

次に、焼却施設以外の施設の検討についてでありますが、本年６月に構成市町との協議が整い、

７月の運営会議において、最終処分場を本組合規約に加えることを決定し、構成市町の９月議会

において、本組合の規約変更について議決を受けたことから、地方自治法の規定により、１１月

５日、北海道知事に対し規約変更の許可申請を行ったところであります。 

今後、知事の許可の日をもって、最終処分場の設置、管理及び運営に関する事務が、本組合の

事業となりますことから、引き続き構成市町と連携して事業を進めてまいります。 

以上申し上げて、行政報告といたします。 

 

○山崎議長 これで行政報告を終わります。 
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◎日程第８ 報告第１号から報告第８号 

○山崎議長 日程第８、報告第１号から第８号までを議題といたします。 

この件は、監査委員の報告であります。 

ただ今から、直ちに質疑に入ります。 

質疑、ございませんか。 

 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○山崎議長 別にご発言がなければ、これで質疑を終わります。 

この件は、これで報告済みといたします。 

 

◎日程第９ 一般質問 

○山崎議長 日程第９、一般質問を行います。通告により、発言を許可いたします。 

 

〇飯田盛好議員 （挙手） 

 

○山崎議長 １番、飯田盛好議員。 

 

○１番 飯田盛好議員 道央廃棄物処理組合議会議員の飯田です。 

現在、焼却処理施設建設が進められており、時折建設地横の道道を通ると改めて大きな施設だ

なと見受けられます。今後順調に建設工事が進むことを願いながら今後の組合事業について伺い

ます。 

大項目１、焼却処理施設建設について。 

中項目（１）、今後のスケジュールについて伺います。 

はじめに、現在建設中の焼却処理施設の工事の進捗状況について伺います。 

また、焼却処理施設の完成後の管理運営について、今後の各自治体の負担に関わる重要事項で

ありますことから、令和６年４月１日の供用開始に向けた現時点での管理運営主体の決定方式、

及び今後のスケジュールについてお伺いします。 

続いて中項目（２）、地域要望への対応についてですが、現在建設中の焼却処理施設は、地域の

皆様のご理解により立地に至ったと承知しております。焼却処理施設を受け入れてくださった地

域の皆様には感謝を申し上げると同時に、この地域は有数の農業地帯でもあり、焼却施設稼働後

は周辺道路において交通量の増加も見込まれます。安定的な施設運用のためには、地域の皆様へ
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の丁寧な対応が不可欠です。 

周辺地域の皆様との建設地の合意時に地域から何点か要望が出されたと聞き及んでおります。

どのような要望が出されているのか、その対応状況について伺います。 

大項目２、請負工事費の増額について。 

中項目（１）、増額の経緯について伺います。 

今回、「工事請負契約の変更について」が議案として提案されました。請負契約の金額の約

８，７００万円増額という大幅な増額変更であり、請負業者が見積もっている金額とは大きく乖

離があります。 

余剰電力を売電するという手法は大きく評価しますし、売電に必要な施設の工事費は電力を売

る側が負担するということは理解するところではありますが、なぜこのように乖離が生じてしま

ったのか、計画の段階でなぜわからなかったのか、改めてその内容と経緯をご説明いただきたく

伺います。 

続いて中項目（２）、売電価格の決定方法について。 

このように多額の支出をしてまで余剰電力を売電するわけですが、組合は現時点で得られる収

入額を約６，０００万円と想定しています。一方で売電価格については下降傾向にあることによ

り、売電による収益が予定通り進むかは大変気にかかるところです。今回の売電価格はどのよう

に決定され、収入が見込まれているのかを伺います。 

次に大項目３、最終処分場建設について。 

中項目（１）、課題と今後の進め方について伺います。 

構成自治体における現在の最終処分場の対応可能容量については自治体により差があると思わ

れますが、最終処分場の建設については、より丁寧な議論が必要であり時間を要する作業です。

焼却施設の供用開始が迫る中、最終処分場の建設についても早急に着手しなければならないと私

自身考えております。 

最終処分場はどこに選定されるのか、焼却施設の焼却残さの他に埋め立てられるごみはあるの

か、どのくらいの容量なのか、予算規模はいくらかかり、いつから稼働されるのか、懸案事項は

山積しています。最終処分場建設における課題の認識と今後の進め方について伺います。 

最後に、現在建設中の焼却処理施設は、２市４町のごみ処理行政の重要な柱であり、住民の貴

重な財産となります。令和６年４月１日の供用開始に向けてご尽力いただきたいと申し上げ、檀

上からの質問を終わります。 

 

○山口管理者 （挙手） 

 

○山崎議長 山口管理者。 
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○山口管理者 千歳市議会 飯田議員の一般質問にお答えします。 

はじめに、焼却処理施設建設について、建設工事の進捗状況についてお答えをいたします。 

今年度は、全体工事のうち２６％の進捗を目標としており、現在、盛土などの土木工事及び、

地下部分の配筋、コンクリート打設などの建築工事を順調に進めており、１０月末現在の進捗率

は約２１％であり、年内には目標に達する予定となっております。 

次に、管理運営主体の決定方法についてでありますが、平成２９年度に作成した、新焼却施設

建設工事の基本設計において、管理運営方式は、施設の運転、資機材の調達、修繕工事等を一体

で長期にわたって発注する長期包括的委託方式とすることを基本方針としており、現在も、この

方針に変更はありません。この方式は、本施設の運転管理に関する専門的な技術を有する民間事

業者へ複数年にわたって、運転管理と維持管理を一括して委託するものであります。現在、管理

運営の委託期間や経済性のほか、民間事業者への意向調査を行うなどの検討を進めており、今後

も、構成自治体と協議し、決定してまいります。 

次に、管理運営主体の決定までのスケジュールについて申し上げます。現在、令和６年４月１

日の供用開始に向けて委託方式の細部を検討しているところでありますが、令和５年１１月から

予定している、運転職員の完熟訓練を目的とした試運転までに、人員が確保出来るように、受託

者を決定する必要があることから、令和５年度に予定している委託契約に向けて、新年度に必要

な予算を計上していく予定であります。 

次に、地元要望への対応についてお答えいたします。組合といたしましては、現在、工事が進

められている焼却処理施設は、一般的に、ごみ処理という負のイメージが大きく、更に、ごみ収

集車両等の増加により、通過交通の増加による加重が避けられないなど、地域においては課題が

ありますが、地域住民の皆さんが、２市４町の生活環境の改善のために、理解をいただいたこと

により、現在、工事が順調に進められているものと認識しております。 

その様ななか、平成３０年７月に開催した、焼却施設建設地周辺の住民説明会において、組合

に出された地元要望は４点であります。その１点目は、焼却施設の南側に隣接している、千歳市

市道根志越長都線の視認性の向上及び拡幅の道路整備、２点目に千歳市の東６線と南２４号交差

点に信号機の設置、３点目に道道９６７号と市道根志越長都線の交差点に信号機の設置、４点目

は、長沼町側の道道９６７号における、一部の歩道未整備区間に歩道の設置の要望であります。 

これまでの対応状況でありますが、１点目の市道根志越長都線の道路整備については、本施設

に入場する新たなごみ収集車両と、市道を通行する一般車両との混雑を避けるために、道道９６

７号交差点から本施設入口までの、約２３０ｍ区間に市道を拡幅する形で設ける、専用道路の設

置について、各道路管理者及び警察との協議が整ったことから、組合事業として、令和５年１１

月に予定している試運転までに工事を完成させるため、令和４年度に必要な予算を計上する予定
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であります。 

次に、２点目、３点目の焼却施設周辺の交差点２か所への信号機設置及び、４点目の長沼町側

の道道の一部歩道の設置要望につきましては、これまで関係自治体を通じて要望しておりますが、

道路管理者等からは「全道的な計画の中で検討する」としており、早期実現は難しい状況であり

ますが、組合といたしましては、今後も実現に向けて関係自治体と連携して取り組んでいくとと

もに情報提供に努めてまいります。 

次に、請負工事費の増額について、その経緯についてお答えいたします。 

本焼却施設では、ごみを焼却した熱エネルギーを回収し、発電する設備を設けており、施設内の

必要な電力として利用するとともに、余剰電力については、売電する計画であります。このこと

は、平成１２年に制定された国の「循環型社会形成推進基本法」により「循環資源のうち、熱回

収をすることが出来るものについては、熱回収がされなければならない」と規定されていること

から、これまで全国で新規に建設された同様の大規模な焼却処理施設においては、熱回収のため

の発電設備が設置されているところであります。この発電設備から、余剰電力を一般送配電事業

者へ送電するために、必要な施設整備の一部については、原因者が負担するスキームとなってお

ります。しかし、この余剰電力の売電に必要となる、高圧線の引き込みに要する、一般送配電事

業者への工事費負担金については、変電所などの電力施設を所有するこの一般送配電事業者でな

ければ算出することができない状況であります。見積の申し込みにあたっては、「焼却施設に設置

する発電設備の諸元が決まらなければ算出が出来ず、また見積は有料である」としておりました

ことから、組合としては、本工事の発注に際し、負担金見積額が不明なため、当初から入札条件

として、後日、示される一般送配電事業者からの負担金見積額に基づき設計変更することを条件

設定していたところであります。 

このことから、本工事の入札時における見積額につきましては、過去の経験値から、施工業者

が想定したものであり、建設地の近隣高圧線から、単に接続する費用として、９６２万５千円と

して計上されております。その後、施工業者の実施設計の進捗にともなう、一般送配電事業者と

の協議により、本年７月に正式に、工事費負担金契約金額が ９,６２４万９,５４９円と提示され

たことから、施工業者の見積金額との差額分 ８,６６２万４,５４９円について請負工事費に対し、

今回、請負工事契約を増額変更しようとするものであります。なお、最終的な工事費負担金額に

ついては、令和５年１１月の受電完了後に積算額を確定し、この金額に基づき精算変更する予定

であります。 

次に、売電価格の決定方法についてでありますが、本焼却施設で発電した、余剰電力の売電は

国の制度によるものと、小売電気事業者への売電の２通りの方法となる予定であります。 

はじめに、国の買取方式は「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」により国が主導して一

般送配電事業者に買い取らせる制度であり、買取に当たっては、石油などの化石燃料でできたも
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のを除く生ごみ、紙などの再利用可能な資源である「バイオマス分」に応じての発電量が対象と

なり、買取価格と期間については、国が決定するスキームであります。なお、国が決定した令和

３年度の状況は、調達価格が１ｋWｈ当たり税別で１７円、期間は２０年としております。 

次に、「バイオマス分以外」の発電量については、小売電気事業者への売電となりますことから、

今後、組合が公募し、入札により売却することとなりますが、期間についての縛りはありません。 

なお、この方式の価格については、入札により決定することから、現状では不明でありますが、

発電設備を設置する施工業者の想定といたしましては、売電で得られる収入額は、２方式合計で、

概ね６，０００万円プラスアルファとしております。 

このことから、組合といたしましては、施設の運転状況による影響が大きいと認識しておりま

すので、これから選定する管理運営主体に対しまして、環境目標を設定するなど、節電の徹底を

図り、売電収入の確保を図ってまいります。 

次に、最終処分場についてお答えいたしますが、その課題と今後の進め方についてであります。

最終処分場の整備に関する課題といたしましては、場所の選定、施設の規模・容量・形式、処分

対象ごみ、事業費などでありますが、本年度、関係団体の部課長で構成する連絡調整会議の中に、

新たに広域施設検討部会を組織したところであり、今後、課題等の検討を進めてまいります。 

最終処分場建設に向けての今後のスケジュールについてでありますが、最終処分場の残余量が

ひっ迫し、早期に着手する必要がある自治体もありますことから、構成自治体における本組合の

規約変更についての議決を受けて、本年１１月５日、北海道知事に対し、本組合の規約に最終処

分場を加えるための変更申請を行ったところであります。本年１２月には最終処分場が、本組合

の事務に加わる予定であります。 

今後のスケジュールといたしましては、建設候補地の選定が最大要件でありますが、選定のた

めに必要な事業の調査等につきましては、文献等調査、事業内容の検討、補助金導入時期などを

確認し、候補地を選定することとなり、その後、建設候補地周辺住民の合意、用地取得、環境影

響調査、都市計画の変更、埋蔵文化財の調査など、工事着工までには、調査検討事項が多岐に亘

りますことから、完成までには、多くの時間が必要であると、このように認識をしております。 

最終処分場の建設には、一般的に、事業に着手してから１０年程度の期間が必要とされており

ますが、令和６年ごろから、最終処分に支障をきたす自治体もありますことから、早期に着手す

る必要があると考えており、新年度に第一段階として、候補地選定のための文献調査などに、必

要な予算を計上し、事業に着手してまいります。 

 組合といたしましては、現在建設中の焼却処理施設の令和６年４月の供用開始に向け、引き続

き工事を進めるとともに、今後、知事の許可の日をもって最終処分場の設置が本組合の事業とな

りますことから、早期の最終処分場の完成を目指し、構成自治体と連携して事業を進めてまいり

ます。私からは以上であります。 
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○山崎議長 飯田議員、再質問はありますか。 

 

〇飯田盛好議員 ありません。 

 

○山崎議長 これで、飯田盛好議員の一般質問を終わります。 

 

 

◎日程第１０ 認定第１号 令和２年度道央廃棄物処理組合一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

○山崎議長 日程第１０、認定第１号、令和２年度道央廃棄物処理組合一般会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。説明を求めます。  

 

○伊賀事務局長 （挙手） 

 

○山崎議長 伊賀事務局長。 

 

○伊賀事務局長 認定第１号、令和２年度道央廃棄物処理組合一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて、ご説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、別冊１、決算書の４ページと５ページをご覧願います。 

５ページの収入済みの総額は４億６，０９７万６，３１８円であります。 

内訳につきましては、構成市町の負担金が１億２，０８６万６，０００円、国庫補助金が１億

３，５２９万６，０００円、繰越金が４５０万９，１３９円、諸収入が５，１７９円、組合債が

２億３０万円であります。 

 歳入の詳細内訳につきましては、決算書１４ページから１７ページの事項別明細書及び、別冊

２の実績報告書をご覧ください。内容につきましては、実績報告書４ページによりご説明いたし

ます。 

市町負担金につきましては、千歳市が２，５７１万２，０００円、北広島市が１，５１１万

６，０００円、南幌町が２９３万９，０００円、由仁町が１，４９７万３，０００円、長沼町が

１，７２９万８，０００円、栗山町が４，４８２万８，０００円、合計で、１億２，０８６万

６，０００円となっております。 

国庫支出金につきましては、１億３，５２９万６，０００円で、焼却施設の建設に係る財源と

して、防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を充当しております。 
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繰越金につきましては、令和元年度の予算執行残額で４５０万９，１３９円であります。 

諸収入の内訳は、普通預金利子として２０円、雑入が、会計年度任用職員が加入する雇用保険

被保険者分の掛金で５，１５９円となっております。 

 組合債につきましては、２億３０万円で、千歳市、北広島市、南幌町の２市１町に係る焼却施

設建設工事の負担金に充当しております。 

次に、歳出についてご説明申し上げます。別冊１、決算書の８ページと９ページをご覧くださ

い。 

９ページの支出済みの総額は４億５，７１２万８，８２９円であります。 

内訳につきましては、議会費が２６万８，９３０円、総務費が２，２４６万８，０９３円、衛生

費が４億３，４３８万３，８１７円、公債費が７，９８９円となっております。予備費について

は、支出はございません。 

歳出についての詳細内訳は、決算書２０ページ以降の事項別明細書及び、別冊２の実績報告書

をご覧ください。内訳につきましては、実績報告書５ページによりご説明申し上げます。 

 はじめに、議会費について、ご説明いたします。議会の運営に要した経費につきましては、定

例会２回の開催により、議員報酬として１４万円、議員公務災害補償等組合負担金として１０万

３，５００円、費用弁償として２万５，４３０円、合計で２６万８，９３０円の支出となってお

ります。 

 次に、総務費の一般管理に要した経費についてでありますが、職員の雇用、事務局運営等に要

した経費であり、会計年度任用職員報酬が１３５万２，４８４円、同任用職員手当等が１４万

６，５１９円、同任用職員共済費が２５万９，１７２円、同任用職員費用弁償が８万９，４４０

円、同任用職員健康診断が７，１６９円、次に、職員旅費が１７万１，５００円、事務用消耗

品、新聞購読料として、消耗品費が３０万２，６９３円、公用車のガソリン代として、燃料費が

５万２，５２４円、コピー・プリント料として５５万７，８１３円、電話料、郵便料、インター

ネット接続の費用として、通信運搬費等が６２万４，６７１円、公用車２台分に係る自動車損害

共済の分担金として、自動車保険料が７万４，９１０円、組合事務所の移転費用として、事務所

移転費が５０万６，０００円、新地方公会計制度の財務書類作成費用として、作成委託料が３０

万２，５００円、コピー、ファックス複合機のリース料として、事務用機器リース料が３１万

９，０８０円、公用車２台の車両リース料が６１万４，３０４円、高速道路使用料等が１９万

４，０７０円、会議・研修等負担金が１２万１，０００円、地方自治法による派遣職員２名分の

派遣職員給与等負担金が１，５６３万５，３９４円、組合事務所の管理費として、事務所維持管

理経費負担金が４４万５，３５２円、組合広報の発行に伴う用紙代として、消耗品費７万５，４

６０円、組合広報の発行に伴う、広報折込配布手数料３８万４，３１４円、合計で、２，２２３

万６，３６９円の支出となっております。 
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実績報告書の６ページをご覧ください。 

次に、公平委員会費について、ご説明いたします。公平委員会の運営に要した経費につきまし

ては、令和２年９月８日に開催した公平委員会出席に係る３名分の公平委員会委員報酬等の支出

であり、委員報酬として１万５，０００円、特別職非常勤職員公務災害補償負担金として、北海

道市町村総合事務組合負担金７，２８７円、費用弁償として５，７６３円、合計で２万８，０５

０円の支出となっております。 

 次に、監査委員費について、ご説明申し上げます。監査事務に要した経費につきましては、定

期監査及び決算監査それぞれ１回を兼ねて開催されたものを含む例月出納検査１２回、並びに議

会への出席に係る２名分の監査委員報酬等の支出であり、委員報酬として１３万円、特別職非常

勤職員公務災害補償負担金として、北海道市町村総合事務組合負担金４，８５８円、費用弁償と

して６万８，８１６円、合計で２０万３，６７４円の支出となっております。 

 次に、衛生費の廃棄物焼却処理経費について、ご説明申し上げます。焼却施設建設事業費とし

て、事務用消耗品が１６万９３７円、焼却施設建設工事施工監理委託料が１，１０２万２，００

０円、焼却施設建設工事電気主任技術者委託料が２万２，０００円、北海道防衛局との協議に係

る高速道路使用料として１万２，８８０円、焼却施設建設工事が４億２，３１６万６，０００円、 

合計で４億３，４３８万３，８１７円の支出となっております。 

 次に、公債費について、ご説明申し上げます。起債償還金に要した経費として、起債償還金利

子が７，９８９円の支出となっております。 

歳入、歳出の決算の詳細については、以上であります。 

 最後に、決算書の１ページをご覧ください。 

歳入総額４億６，０９７万６，３１８円から、歳出総額４億５，７１２万８，８２９円を差し

引いた、３８４万７，４８９円が残額となります。この額につきましては、翌年度へ繰越します。 

 以上、地方自治法第２３３条第３項の規定により、決算書及び、監査委員の決算審査意見書並

びに、同法第５項の規定による決算に係る説明書類を提出しておりますので、よろしくご審議、

ご認定いただきますようお願い申し上げます。 

 

○山崎議長 ただ今から、質疑を行います。質疑はありますか。 

 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○山崎議長 別に、ご発言がなければ、これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありますか。 
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 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○山崎議長 討論なしと認めます。ただ今から、採決を行います。 

お諮りいたします。認定第１号、令和２年度道央廃棄物処理組合一般会計歳入歳出決算の認定

については、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○山崎議長 ご異議なしと認めます。 

よって、認定第１号は、原案どおり認定することに決定いたしました。 

 

 

◎日程第１１ 議案第１号 工事請負契約の変更について 

○山崎議長 日程第１１、議案第１号、工事請負契約の変更についてを議題といたします。 

説明を求めます。  

 

○伊賀事務局長 （挙手） 

 

○山崎議長 伊賀事務局長。 

 

○伊賀事務局長 議案第１号についてご説明申し上げます。議案第１号は、工事請負契約の変更

についてであります。工事名、道央廃棄物処理組合焼却施設建設工事。請負契約者、日立造船・

五洋建設・丹波組特定共同企業体。現契約金額１１６億３，８００万円に、８，６６２万４，５４

９円増額の１１７億２，４６２万４，５４９円にしようとするものであります。 

提案理由でありますが、令和元年１１月１５日に議会の議決を経ました道央廃棄物処理組合焼

却施設建設工事の請負契約について、契約金額を増額変更するため、議会の議決を求めるもので

あります。 

以上、議案第１号につきまして、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議、ご決定をいただ

きますようお願い申し上げます。 

 

○山崎議長 議案第１号について、ただ今から、質疑を行います。 

 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○山崎議長 別にご発言がなければ、これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありますか。 

 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○山崎議長 討論なしと認めます。 

ただ今から、採決を行います。 

お諮りいたします。議案第１号、工事請負契約の変更については、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○山崎議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第１号は原案どおり可決することに決定いた

しました。 

 

◎閉会宣言 

○山崎議長 以上をもちまして、この定例会に付議されました案件は、全て審議を終了いたしま

した。 

これをもちまして、道央廃棄物処理組合議会第２回定例会を閉会いたします。 

大変、お疲れさまでした。 

 

 

（午後２時５５分） 
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 地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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